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　　　　　　　　「記号」による創造と破壊

　

　「記号」という創造アイテムを発明した地球人は、そのアイテムを使い、政府、教団、

企業などの組織を作り上げました。また、記号からなるマネーゲームシステムを発明し

た天才たちは、地球人をマネーゲームでコントロールしてきました。

　

　地球人は、数千年にも渡り、創造と破壊を繰り返してきましたが、なぜ、地球人は、創

造したものを破壊するのでしょうか?　この破壊の対象には、建造物だけでなく、政治、

経済、企業、思想、宗教、さらに、人間も含まれます。

　

　破壊行為の要因の一つに、マネーゲームがあるでしょう。例えば、戦争という国家間

の破壊行為においては、軍事産業による利益追求のための政治的働きかけが最大の要因

と考えられます。また、人間の争いですから、憎しみの要因もあることでしょう。

　

　現在、各国の政府が行っている「猛毒治療薬ワクチン」による大量殺戮という破壊行

為には、いかなる要因があるのでしょうか？ 地球人を大量殺戮することによって、いっ

たい、誰が、いかなる幸福を手に入れるのでしょうか?
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　地球人を大量殺戮するということは、同時に、すべての産業、学校教育、福祉行政、な

どを破壊することになります。ということは、地球人が築き上げてきたすべての文化を

も破壊することになります。

　

　子供から大人まで大量殺戮すれば、地球人は、全滅するのではないでしょうか?　仮

に、少数の優秀な地球人が生き残ったとしても、その人たちは、どのような文化的な生

活を送れるのでしょうか??

　

　凡人が考える幸福とは、与えられた「生」を享受することです。「生きること」そのこ

とが、凡人にとっては、幸福なのです。感情面でいえば、生きていることによって生じ

る「喜怒哀楽」を享受することです。

　

　地球上では、地球人が急増しています。人口がこのまま増加を続ければ、食糧難に直

面すことも考えられますが、AI産業によって解決できるようにも思えます。人口爆発を

それほど恐れる必要はないように思えます。
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　一部の知識人たちは、人口爆発を恐れているかもしれません。だからと言って、人口

削減のための大量殺戮を行う必要はないように思えます。世界中の秀才たちが一致団結

して考えれば、地球人の共生を可能にする方法を考えつくように思えます。居住や耕作

に適した土地は、まだまだ、世界中には、あるように思えます。また、海上での居住や

耕作も考えてみてはいかがでしょうか?
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　　　　　　　　　　　　マネーゲーム

　

　地球人の生活において、不可欠なものとして存在しているのが、マネーゲームです。お

そらく、自給自足をしているアフリカの一部の民族を除いて、地球人は、マネーゲーム

なくして生活できないでしょう。

　

　マネーゲームが、地球人をコントロールするようになって、脳のシステムは、マネー

ゲームに適合し、さらに、それは、脳機能において大きな作用を持つ要因の一つになっ

ています。

　

　簡単にえば、「金儲けのために頭を使うようになった」ということです。そして、金儲

けに秀でた脳を持つ人たちが、政治的権力を持つようになりました。さらに、彼らは、マ

ネーゲームを利用して、多くの人たちを奴隷のように利用してきました。

　

　科学の発展とともに進化し続けたマネーゲームは、世界中に多種多様な多くの権力集

団を作り上げました。そして、国家を作り上げた権力集団は、お互いに覇権争いをする

ようになりました。それは、いわゆる、数千年に渡り繰り返された戦争です。
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　脳機能がマネーゲーム化してしまった地球人にとって、マネーゲームを具現化した貨

幣は、生きていくうえで、必要不可欠となりました。さらに、不幸にも、マネーゲーム

生活が基盤になってしまった現代人においては、貨幣が人生を左右するほどにまで大き

な力を持つようになりました。

　

　マネーゲームは、多くの人々を管理する機能を持っていたことによって、文化の創造

に多大な貢献をしてきまいた。政府機構、企業、宗教団体、教育機関、芸術作品、スポー

ツ団体、など、多種多様な文化が創造されてきました。

　

　確かに、マネーゲームは、地球人の文化の創造に貢献し、幸福にも貢献してきました。

一方、マネーゲームは、地球人を不幸にする働きも持っていました。

　

それは、マネーゲームによって引き起こされる争いです。俗に言う、貨幣争奪の戦争で

す。特に、国家間の利害関係においての争いは、多くの死者を出す戦争にまで発展しま

した。
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　マネーゲームを具現化する貨幣は、次第に、国家の権力を表すようにもなっていきま

した。例えば、基軸通貨であるドルは、アメリカ合衆国の強大な権力を表しています。

　

　また、個人的には、貨幣は、生活するためには不可欠な手段になりました。すべての

ものは、貨幣を媒介とするようになったのです。生活必需品、嗜好品、さらに情報まで

も貨幣と交換されるのです。生きていくうえで不可欠となった貨幣観念は、脳機能の中

心的観念となりました。

　

　最悪なことに、貨幣は、人を破壊させる麻薬のような働きまでするようになってしま

いました。お金が無くなると不安になったり、お金欲しさに強盗したり、お金を得るた

めに過酷な労働をしたり、借金を返済するために反道徳的な仕事をしたり、もはや、地

球人は、お金のために生きるようになってしまいました。
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　お金のために働くようになると、ますます、お金の麻薬的働きが強くなっていきます。

考え方も、感情も、人間関係も、お金観念が作用するようになります。
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　地球人を幸福にするマネーゲーム、それを具現化する貨幣が、地球人を破滅に追い込

むということも考えられます。おそらく、今後も、地球人は、マネーゲームから逃れる

ことができないでしょう。

　

　そうであるならば、地球人は、「共生」を可能にするための方法を考え続けなければな

りません。それは、地球に生かされている我々の責務ではないでしょうか。
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　　　　　　　　　　脳の相互扶助

　

　地球人は、言語を生み出す優秀な脳を持っています。脳の神経細胞（ニューロン）が、

言語を作り出していることは、すでに分かっています。でも、まだまだ、未知の世界で

もあります。

　

　ニューロン機能を補助しているグリア細胞についても、よくわかっていません。地球
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人が、最も恩恵を受けている脳については、よくわからないというのが現状です。

　

　誰しも、可能な限り、脳（ニューロン）を有効利用したいと思っていることでしょう。

でも、その方法は、誰もわかりません。今のところ、グリア細胞の作用を解明し、それ

を最大限に活用することではないでしょうか。

　

　そういっても、グリア細胞も、よくわからないという現状ですから、気長に研究する

以外ないでしょう。できることと言えば、脳は生物ですから、生育環境を良くしてやる

ことです。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

9

　

　グリア細胞も、ニューロンの作用で、機能していると考えられます。また、ニューロ

ンもグリア細胞の助けがなければ、機能しません。ということは、お互いが助け合って

いるということです。おそらく、すべての物質は、助け合って存在しているのではない
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でしょうか?

　

　ニューロンは、とても繊細で、かなり脆弱（ぜいじゃく）です。酸欠すると、すぐに死

んでしまいます。だから、脳血栓になると、死んでしまうのです。また、放射線、電磁波

などにもとても弱いです。

　

　地球人の脳も、地球に存在する天然資源です。大切に使わなければなりません。私た

ちは、脳の恩恵を忘れず、おごり高ぶることなく、また、地球の天然資源を有効に使っ

ていきたいものです。
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　　　　　　　　　　　　新コロ川柳

　

＊死んでから　吠えるつもりか　日本犬

　

＊マスクして　育った子供は　認知症

　

＊ワクチン接種　一日たったら　ご臨終

　

＊胎児でも　ワクチン毒素で　死にますよ

　

＊まだ死なぬ　死ぬまで打とう　ワクチン銃

　

　

＊白マスク　ワクチン打ったら　白い布

　

＊ワクチン接種　商売繁盛　霊柩車

　

＊医者たちは　自覚なしの　殺人鬼

　

＊お嬢さん　ワクチン打たら　不妊症

　

＊コンゴでは　今後もいらない　毒ワクチン
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＊日本人　感染数に　脅される

　

＊親接種　毒素ばらまき　子は被害

　

＊接種後死　死因はすべて　新コロナ

　

＊日本人　ワクチン自殺　まだやるの?

　

＊赤ちゃんは　ワクチン打つなと　叫んでる

　

　

＊警察官　市民に暴力　チンピラか!

　

＊ノーマスク　胆が据わった　革命児

　

＊受験生　ワクチン接種で　 D判定

　

＊ピカ頭脳　悪魔を裁く　仕置人

　

＊マスクする　ワクチン民族　日本なの?
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＊毒ワクチン　謝礼という名の　口止め料

　

＊アホウドリ　そこのけそこのけ　 AI通る

　

＊悪魔教　古代エジプト　続きけん

　

＊毒ワクチン　打てば打つほど　天国へ

　

＊警察官　ワクチン打って　発狂か

　

　

＊腕を出す　見ざる聞かざる　盲信者

　

＊ワクチン祭　あたりが出たら　救急車

　

＊救急車　乗れたはいいが　坊主いた

　

＊インタビュー　ワクチン大臣　ボロが出る

　

＊飛び込んで　マスク少年　浮上せず
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＊ワクチンは　とても猛毒　治療薬

　

＊浮かれるな　コロナが去れば　５ G来る

　

＊ワクチンは　真打５ Gの　前座です

　

＊ワクチン銃　接種者一生　追いかける

　

＊打てば死ぬ　それがわかって　医者は打つ

　

　

＊治療薬　毒であっても　許される

　

＊ワクチンで　元気な人が　泡噴いた

　

＊日本人　コロナ信じる　テレビっ子

　

＊ワクチンは　予防できない　治療薬

　

＊ワクチン銃　治験にあらず　毒殺さ

　

　

　

　

From the next year, the experiment on a human body of “the oxidation graphene and

the electomagnetic wave”begins in earnest.
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